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「統合報告書2025」について

北洋銀行グループの一体感をより高め、
2026年度からスタートする新中期経営計
画、戦略を通じて当行が目指す先を明確に
示すための長期ビジョンを新しく策定しま
した。

表紙について

読者の皆さまに、北海道の四季折々の美しい風景から北海道の魅力を感じていただき、北海道へ興味を持ってもら
えるきっかけとなればという想いで作成しました。
表紙に配置している写真は、上から

◦留
る べ し べ

辺蘂町のキタキツネ　◦道内で撮影されたひまわり　◦秋の美瑛町の丘陵や山々　◦美瑛町の雪丘とカラマツ　

です。

の はなし （P.15）ビジョン

企業価値向上のロジックツリーを再整理し、
当行がいま取り組んでいること、今後取り
組んでいくことを「ROEの向上」と「PER
の向上」の2つの軸に分け取り組んでいます。

の はなし （P.30〜）戦略

2025年6月より、委任型執行役員制度がス
タートいたしました。更なるスピード経営
の高度化のため導入したものです。行動規
範である「変化を恐れず、自ら考え行動す
る」企業文化の醸成につなげていきます。

の はなし （P.67〜）ガバナンス

2025年7月より新人事制度「ポラリス」が
始動しました。「実力本位」「処遇の納得性
向上」「自律性」の3つのコンセプトの実践
と、ベースとなる評価制度を通じて、経営
理念や長期ビジョン、そして五方よしの
ゴール実現を目指すものです。

の はなし （P.61）人財

2024年度に発行した「統合報告書2024」では、新頭取就任に伴い、当行グループが変化の時代に対応するために

「変革と挑戦」をテーマに取組みを行っていくことをお伝えいたしました。「統合報告書2025」では、そのテーマに

基づき実際に取り組んできた１年間の振り返りと、北洋銀行グループが今後何を目指し、どのようにして成長してい

くのかという展望をまとめました。

ステークホルダーの皆さまへ

当行が大切にしている本書の発行目的は、「当行の取組みについてご理解・共感をいただくこと」と「当行の持続可

能な経営の実現可能性について感じていただくこと」であります。本書は、財務情報に加え、サステナビリティなど

の非財務情報を統合的にまとめております。「多様な課題の解決に取り組み、北海道の明日をきりひらく」の経営理

念を実現する北洋銀行について、より一層のご理解をいただけますと幸いです。

編集方針

北洋銀行は、当行グループの持続可能な価値創造に向けた取組みを株主・投資家をはじめとするステークホルダー

の皆さまにご理解いただくため、このたび「北洋銀行統合報告書2025（ディスクロージャー誌 本編）」を作成いた

しました。本統合報告書は銀行法第21条に基づくディスクロージャー誌（業務および財産の状況に関する説明書類）

の本編を兼ねています。ディスクロージャー誌としてご利用の際は、本統合報告書ならびに「北洋銀行ディスクロー

ジャー誌 資料編2025.3」をあわせてご参照ください。「北洋銀行ディスクロージャー誌 資料編2025.3」は当行ホー

ムページ（https://www.hokuyobank.co.jp/ir/library/disclosure.html）に掲載しています。本書には、当行

に関連する業績予想および計画等の将来に関する記述が含まれています。これらは、本書作成時点における入手可

能な情報および将来の業績に影響を与える予測や一定の前提（仮定）等を基に記載しており、当行の将来の業績を保

証するものではなく、様々なリスクや不確実性を内包しています。

主な情報開示コンテンツ

ディスクロージャー誌
（資料編）

投資家向け説明資料
（会社説明資料）

ホームページ
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統合報告書

「ディスクロージャー誌
資料編 2025.3」は
こちらからもご覧ください
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北海道無尽株式会社として設立された1917年に始まり、

1951年の相互銀行転換、1989年の普通銀行転換を経て今へ。

北海道とともに歩んできた当行の足跡をご紹介します。

1917
創立

1917　 北海道無尽株式会社として小樽で創立
1918　 小樽無尽株式会社に商号変更
1944　 北洋無尽株式会社に商号変更

1951　  株式会社北洋相互銀行へ 
商号変更

北海道と社会の動き

北洋銀行グループのあゆみ

1950
札幌銀行創立※

1900
北海道拓殖銀行

設立

1950　 普通銀行に転換
1997
 経営破綻

1951　 株式会社北海道相互銀行へ 
商号変更

1989
普通銀行へ転換
株式会社札幌銀行へ 
商号変更

2025
新長期ビジョンの

策定

「北海道の明日を
きりひらく」

実現へ

1869

1989
「北洋銀行」へ

1989　 普通銀行へ転換
株式会社北洋銀行に
商号変更

※�札幌銀行の前身である�
北海道無尽株式会社

1998年 2008年 2024年

20082005 2011 2018
次世代半導体拠点地に千歳市選定
洋上風力有望区域に
道内5区域選定

2023 2024

マイナス金利
解除

2020

新型コロナ
ウイルス流行

東日本
大震災

知床が
世界自然遺産に登録

北海道胆振
東部地震

リーマン
ショック

ペイオフ
全面解禁

1945 1959 1972 1989 1990

消費税
導入

1968

北海道命名
100年

太平洋戦争
終結

バブル
崩壊

北海道人口
500万人突破

札幌オリンピック
開催

蝦夷地を
北海道と改名

約570万人

約500万人

2008　札幌銀行合併
2012　札幌北洋ホールディングス合併
2015　TSUBASAプロジェクト参加決定
2017　設立100周年

　株式会社北海道共創パートナーズ設立
2018　 株式会社北洋証券（旧：上光証券）の

完全子会社化 
2020　 株式会社北海道共創パートナーズの 

完全子会社化

約230万人

1998　 北海道拓殖銀行より 
営業譲受

2001　 札幌銀行と共同で 
札幌北洋ホールディングス設立

■�預金量
■�融資量
�北海道の人口

2021　 サステナビリティ方針の策定 
TCFD提言への賛同表明 
サステナビリティ推進室の設置

2023　 TSUBASA共同システムの利用開始 
「成長戦略企画室」の新設 

TNFDフォーラムへの参画
2024　 株主優待制度の導入 

監査等委員会設置会社への移行
2025　 四半期配当制度の導入 

サステナブルファイナンス目標引上げ 
委任型執行役員制度の導入 
新人事制度「ポラリス」の始動 
新長期ビジョンの策定

65


